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　 本 論 文 は『6ª Mesa Redonda de Teotihuacan: Orígenes, 
auge, colapso y herencia』( 平成 29 年 11 月、於メキシコ : 
サン・フアン・テオティワカン ) でのポスター発表および
『日本ラテンアメリカ学会第 39 回定期大会 分科会６：宗教・






































析した 1。分類した型式は図 1 に示した通りである。本分析
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では大きさと製作技法に注目し、通常サイズの 8 器種 2 とミ
ニチュアサイズの７器種 3 に製品を分類し、それぞれの長さ、
幅、厚さ、重さ、特徴を記録した。これらの情報はミニチュ
ア製品の判別のために重要な意義を持つ。Kabata and Chiba 
(2013) は、特に儀礼製の高い器種として、人型エキセント
リック石器、蛇型エキセントリック石器、ナイフ ( または極












2　 破損が著しい場合など、器種が特定できない際には「Ha: no identificado( 器種未特定 )」と分類。また、スクレーパーなど墓からの出土数が非
常に少ない器種については「Hb: forma especial( 特定器種 )」と分類し、備考欄に器種名を記載。 
3　 形状から最適な使用法を想定した際に、実用的とは言えないほどサイズが小さいものや、過 度に軽量で、実用性よりも形式を重視したものを
ミニチュア製品に分類した。例えば石鏃では 厚さが 3mm 以下のものや 2g よりも軽いものは、対象に投射し攻撃する用途に適さない。長さ
5cm 以下のナイフは保持しながら「切る」「刺す」の動作をするには不十分である。なおエキセ ントリック石器については厚さ 5mm 以下のも
のをミニチュア製品とみなした。







250 年頃 ) からは、500 点以上の黒曜石製品が発見されて
いる ( 図 2)。そのうち 497 点について分析を行ったところ、
特に儀礼性の高い器種に関して言えば、8 点の人型エキセン
トリック石器のうち 7 点、28 点のナイフのうち 21 点がメ
カ黒曜石製であった。
 　2004 年に同ピラミッド内より発見された墓６( 紀元 300
年頃 ) では、585 点に対し 561 点の分析を行った。墓６で
は 9 点の人型エキセントリック石器に対して 6 点、6 点の
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図 2. テオティワカン編年表
(Sugiyama and Cabrera 2007 を基に Sugiyama and Cabrera 2001, 2002 を統合し作成 )
68





いるが、うち緑色黒曜石製の石鏃はわずか 4 点 (3.9%) であ
る。同様に墓６でも、84 点の石鏃に対し 7 点 (8.3%) のみが
緑色黒曜石製である。                                
　特に儀礼性の高いエキセントリック石器やナイフにおい
てメカの黒曜石の使用率は高く ( 図 4)、埋葬システムにおい
て重要な奉納品の製作にメカ黒曜石を用いる選好性があっ
たことがわかる。一方で、石鏃を含めても、これら 2 つの
墓からは緑色黒曜石に対する選好性は見られなかった。             
3. 赤色塗装
　羽毛の生えた蛇神殿からは緑石製の円錐形儀式具や耳飾
りが発見されており、その多くが赤く塗られている ( 図 5)。










ンプルに、羽毛の生えた蛇神殿で埋葬が行われた時期には、図 3. メカ黒曜石製品 ©PPL
図 4. 「月のピラミッド」奉納墓における各色黒曜石の出土割合
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　1999 年に月のピラミッド内部から発見された墓３ ( 紀元
300 年前後 ) からは 450 点以上の黒曜石製品が発見された 
































図 5. 赤く塗られた円錐形儀式具 ©PTQ
70









































茂氏、研究仲間でありコメントをくださった Mariela Pérez 
Antonio 氏、ならびに本論文で示した出土遺物の撮影を手
伝ってくださった Fredy Antonio Álvarez 氏に、この場を借
りて感謝申し上げます。
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